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道草だより
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毎日猛暑が続いておりますが、皆様お元気でお過ごしでしょうか。

8月8日に日向灘で地震が発生しました。ニュースではおけがをされた方もおられるようで

心配ですね。また、南海トラフ地震臨時情報が発表されましたので、あらためてどんなこと

に気をつけたらいいのか、防災関連のことを、確認しておきたいと思いました。

暑さもまだしばらくは続きますが、皆様どうかご自愛くださいませ。今回の道草だよりでは、

コミュニケーションについてのヒントをお伝えさせていただきます。

言葉を交わさなくても、コミュニケーションは成り立つ？

Q：ある日、同じ会社のAさんとBさんは、お互いに口論となりました。

翌日、会社で顔を合わせた二人は、お互いを無視して何も言葉を交わさずに通

り過ぎました。さてこの2人の間にコミュニケーションはあったのでしょうか？

①あった ②なかった

A：答えは①のあったです。言葉を交わしていないので、言語によるコミュニケー

ションはなかったのですが、お互いを避けた時の顔の表情や態度から、例えば

「まだ怒っているのか。会わなかったら良かった・・・」などと意味づけした瞬間に、

すでにコミュニケーションは成立しているのです。人は言語的コミュニケーション

だけでなく、相手の視線や、身振り、対人距離等の非言語的な方法での非言語

的コミュニケーション（non-verbal communication)を行っています。日常のコミュ

ニケーションでは非言語の割合が大きく、65～70％にも及ぶといわれています。

また、マレービアン（Mehrabian,1981）は、非言語は相手に感情や態度を伝える

ときに、言語より密接な関係を持っていると述べています。コミュニケーションで

相手に伝わっているものを100％とすると、言葉の内容（７％）+声のトーン、大き

さ、速さといった声のイメージ（38％）+表情、身ぶり、姿勢といった視覚から受け

るイメージ（55％）となるそうです。

言葉の内容に気をつけて話しているのに、相手の身構えが解けないと感じたら、

自分自身の非言語的な表現の方に注意を向けてみるといいそうです。
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